
　政府は２月１０日、東日本大震災からの復興を円滑か
つ迅速に推進するため復興庁を発足しました。これに合
わせ、福島県内では、地域の要望をしっかり受け止めて
政策を進めるため、福島市に「福島復興局」、南相馬市
といわき市の２カ所に「支所」をそれぞれ設置しました。
　復興庁は、復興の全プロセスを管理し、各省への方
針提示や運用の監視・見直しを行う立場にあります。
具体的には、東日本大震災からの復興に関する基本的
な施策の企画立案や総合調整を行うとともに、復興予

算の要求や配分を一元的に担います。また、被災自治
体への一元的な窓口として、被災自治体の復興計画策
定への助言、復興特区の認定、復興交付金の配分など
の支援を行います。

　東日本大震災に伴い、運転免許証の有効期間の延
長措置を受けた方で、 平成２３年８月３１日までに運転
免許証の更新を受けなかった方は、平成２４年２月２９日
までは、特定失効者として、運転免許の再取得にあたり
「学科試験」と「技能試験」が免除されます。県外に避
難されている被災者についても同様の措置を受けるこ
とができますので、お早めの手続をお願いします。

　なお、このように試験免除の特例措置を受けること
ができる方であっても、再取得するまでの間、運転免
許は失効しているため、自動車等の運転をすることは
できませんのでご注意ください。
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【政府原子力被災者生活支援チームからのお知らせ】

「復興庁発足（２月１０日）」�
福島県内に復興局と支所２カ所を設置

手続はお早めに！！  東日本大震災に伴う運転免許証�
の有効期間の延長措置を受けた方の特定失効�
手続期間は平成２４年２月２９日までです。

「その日その日に、一人ひとりが 
できることを積み重ねれば、 
きっと明日は今日より良くなる。」
宇宙飛行士  古川  聡さん（１月２６日  佐藤知事との会談にて）
～日本で最も長く宇宙に滞在した宇宙飛行士  古川さん。�
　被災地支援のため、福島県を訪問しました。～

古川さんから寄贈されたパネル�
（福島県の旗や「きぼう」から｢希望へ｣�
の文字等が記載されています。）

■福島復興局　福島市栄町１１－２５ ＡＸＣビル７階
■南相馬支所　�南相馬市原町区小川町３２２－１�

（サンライフ南相馬内）
■いわき支所　�いわき市平字堂根町４－１１�

（いわき地方合同庁舎内）

詳しくは、最寄りの警察署または運転免許試験場�
等へお問い合わせください。

佐藤知事と古川宇宙飛行士



原子力損害賠償について
賠償の現状について（政府の取組と東京電力（株）の対応）

今後の賠償について（Ｑ＆Ａ）

ご相談窓口

政府（原子力損害賠償紛争審査会含む）

本賠償（９月より受付開始）
　現在、昨年３月～１１月分の損害に対する�
賠償請求を受付中。
❶領収書が無い場合の標準金額の支払、
❷合意に至った項目の先行払い、
❸請求漏れの追加受付　等も実施。
※詳しくは東京電力福島原子力補償相談室まで

☎0120-926-404（平日・休日9:00～21:00）

自主的避難に係る本賠償（３月中に受付開始）

東 京 電 力

特 集

今回は、ふれあいニュースレター「読者アンケート」で「読みたい、知りたい」情報として、 
最も多くのご意見をいただいた「賠償関係」についてまとめました。

東京電力は昨年９月より、原子力損害賠償紛争審査会が原子力損害の全体像を示した「中間指針」を踏まえ、�
本賠償の受付を開始しました。請求開始後、記載の困難さなどがあり、標準金額支払い・合意事項の先行支払いを
公表しました。また、請求が本格化してからは、書類確認に時間を要したこと等により、多くの請求書が滞留しまし
たが、現在、個人については１日１０００件、法人については、１日５００件の確認作業を実施し、支払いの遅延解消を
目指しています。政府としては、引き続き被害の実態に即した、「親身・親切」な賠償の実現を目指してまいります。

Ｑ 自主的避難者への賠償はどうなるのでしょうか？

東京電力に対する損害賠償の請求・申立てに関して、電話による無料の情報提供、対面相談な
どを行っています。また、福島県及び山形県、新潟県では無料個別相談会を開催しています。
1 無料の情報提供、対面相談
☎０１２０-０１３-８１４（平日・休日１０：００～１７：００）
行政書士が対応いたします。月・水の午前中は、弁護士との電話相談・対面相談も可能です。
2 無料個別相談会  ※事前予約制です。（予約受付・お問い合わせ）
☎０１２０-３３０-５４０（平日・休日１０：００～１７：００）
福島県内主要都市（福島市、会津若松市、いわき市）、山形県（山形市、米沢市）、�
新潟県（新潟市、柏崎市、長岡市、新発田市）で個別相談会を実施します。

（日程・場所等の詳細は、同封のチラシをご覧下さい）
※機構福島事務所（郡山市）でも下記の通り対面相談を受け付けております。是非ご利用下さい。

国による仮払い（９月２１日受付開始）
対象：福島・茨城・栃木・群馬の観光業者

（中小企業者に限る）

▶８月５日「中間指針」公表
政府の避難指示に伴う損害、風評被害、間接被害

等、原子力損害の全体像を提示。

▶�１２月６日「中間指針追補」公表 
（主な項目）自主的避難等に係る損害
※�自主的避難等対象区域（県北・県中・相双・いわきの
２３市町村）、損害額の目安（対象区域内に居住してい
た妊婦子供：４０万円、妊婦・子供以外：８万円）を提示

請求書受領件数 個人：58,204件 事業者（団体分除く）：25,911件
支払件数 個人：23,529件 事業者（団体分除く）：14,048件
支払金額 個人：約309億円 事業者：約1,900億円（うち、団体分1,191.6億円）

※仮払補償金（（個人）約986億円、（事業者）約428億円）
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■�12/8以降の請求で書類内容確認中の件数
■�12/8以前の請求で書類内容確認中の件数

●東京電力による本賠償支払い状況 （２月３日終了時点）

●東京電力による書類確認の遅延滞留解消状況

個人 法人

相談日 毎週月、水、金、土、日、祝日【3/20（火）】
相談時間 午前１０時～午後６時

原子力損害賠償支援機構福島事務所
郡山市駅前1-15-6　明治安田生命郡山ビル１階

Ａ �東京電力は、昨年１２月に発表された「中間指針追補」（左記参照）も踏まえ、年度内の賠償受付開始に向けて�
準備を進めております。

Ｑ 警戒区域内に自動車を残してきたが、賠償はどうなりますか？

Ａ ��東京電力は、警戒区域内にある一部自動車について、２月７日に賠償を開始することを発表いたしました。�
詳しい情報については、東京電力福島原子力補償相談室までお問い合わせ下さい。

Ｑ 家や土地などの不動産についての賠償は？

Ａ ��不動産等（土地・建物及びそれ以外の動産も含まれます。）に係る賠償について、原子力損害賠償紛争審査会に
おける検討や、今後予定されている避難指示区域の見直しも踏まえて、東京電力は基準の策定と体制整備の�
方針について公表できるよう進めております。

県北地域 福島市、二本松市、伊達市、本宮市、桑折町、国見町、川俣町、大玉村
県中地域 郡山市、須賀川市、田村市、鏡石町、天栄村、石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町、三春町、小野町
相双地域 相馬市、新地町 いわき地域 いわき市 

●自主的避難等対象区域２３市町村

❶電話による請求書作成のご相談、❷現地説明会及び相談ブースのご案内、�
❸訪問によるご相談、について案内しています。
☎０１２０-９２６-４０４（平日・休日９：００～２１：００）

東京電力 
福島原子力 
補償相談室

❶東京電力が提示する賠償基準・賠償金額では合意できない、�
❷�東京電力に被害を申し出たが、賠償されない、の他、今回の原子力事故で生じた損害の�
賠償全般について、「和解の仲介」を申し立てることができます。

☎０１２０-３７７-１５５（平日１０：００～１７：００）
原子力 

損害賠償紛争 
解決センター

原子力 
損害賠償支援 

機構

Ｑ 原子力損害賠償紛争審査会の指針に明記されない損害については賠償されないのですか？

Ａ ��指針に明記されていない損害についても個別具体的な事情に応じて、東京電力の原子力事故と相当因果関係が認
められる損害については賠償されます。詳しくは下記の東京電力原子力補償相談室までお問い合わせください。



　ふれあいニュースレター事務局では、引き続き、皆様のご質問や近況、
紙面へのご意見などを募集していますので、お気軽にお寄せください。読者コーナー＜ご意見・ご質問・近況報告など＞

守ります！福島
～政府原子力被災者生活支援チームＱ＆Ａ～

　福島県の皆様からの疑問・質問への回答や生活支援情報を
ラジオで放送中。放送内容はホームページをご覧下さい。

ラジオ番組

ラジオ福島 http://www.earth0311.jp/
ふくしまFM http://fukushima-nuclear.info/

「ふれあいニュースレター」 
バックナンバーのご案内

　過去の「ふれあいニュースレター」につきまし
ては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可
能です。ぜひご覧ください。
http://www.meti.go.jp/
earthquake/nuclear/kinkyu.html

発行　政府原子力被災者生活支援チーム

新スローガンの県民投票が始まりました！！
投票受付は平成２４年２月１日（水）～２月２２日（水）です。

各種モニタリング結果について

　東日本大震災から間もなく１年がたとうとしてい
ます。それぞれに「がんばってきた」１年。これから
の福島を、もっと元気にするため、「がんばろう　ふ
くしま！」に替わる新たなスローガンを県民の皆さ
んと一緒に決めていくこととしています。次の３つ
の候補の中から、１つを選んで投票してください。

　投票は、県のホームページ、モバイル、はがき、
ＦＡＸにて受け付けています。

●�県のホームページ（ＷＥＢ）による投票�
 http://wwwcms.pref.fukushima.jp/

●�モバイルによる投票　
●�はがきによる投票
　� 投票先 〒960-8670�
福島市杉妻町2番16号�
福島県広報課  スローガン投票係

●�ＦＡＸによる投票
　�FAX番号 024-521-7901�
福島県広報課  スローガン投票係

　投票の際は、あなたの選んだ新スローガン、郵便
番号、住所、氏名、年齢、電話番号をご記入ください。
新スローガンは、平成２４年３月１１日に発表予定です。

◎�警戒区域および計画的避難区域における�
詳細モニタリング結果（２月２日公表）

　内閣府原子力被災者生活支援チーム及び文
部科学省は、警戒区域及び計画的避難区域の主
要道路（国道、県道、主要地方道、生活道路）の詳
細モニタリングを実施しています。モニタリング

方法は、モニタリングカーによる走行サーベイ
にて、主要道路上の地上１ｍにおける空間線量
率を１０ｍ間隔で測定しています。第四巡では、
１３４,３７６地点で測定を実施しています。第三巡
と第四巡の測定結果を比較すると概ね時間の経
過と共に空間線量率が低下する傾向にあります。

計測結果 （市町村別の第一巡における最高値記録地点の値の変化）
市町村 概略住所 第一巡

［μSv/h］
第二巡
［μSv/h］

第三巡
［μSv/h］

第四巡
［μSv/h］

三巡と四巡 
との差

三巡から四巡 
への変化率［％］ 備考

南相馬市 小高区金谷   17.2   16.4 14.8 13.2 -1.6 -10.8
浪江町   井手山田前   98.1   68.6 55.3 54.3 -1.0 -1.8 ★
双葉町   山田出名子   92.5   61.0 53.1 53.1 0.0 0.0 ★
大熊町     夫沢東台 144.0 101.0 89.7 87.3 -2.4 -2.7 ★
富岡町    小良ケ浜松ノ前   23.1   22.8 21.5 17.0 -4.5 -21.0 
楢葉町 上繁岡下奥海     4.2     3.4   3.4   3.4 0.0 0.0 
飯舘村     長泥曲田   18.7   18.1 16.4 15.7 -0.7 -4.3
川俣町 山木屋広久保山     7.8     6.9   6.7   6.3 -0.4 -6.0 
葛尾村 葛尾小出谷   32.5   29.9 29.9 24.9 -5.0 -16.7 
田村市 都路町古道場々     1.1     1.1   1.1   1.3 0.2 18.2 
川内村 下川内五枚沢       5.9     5.7   5.4   5.1 -0.3 -5.6 

★�は第一巡と第二巡において半導体式エリアモニタ（高線量タイプ）で計測した値のためバラツキが大きい。�
（50～100μSv/h の計測値において、誤差の標準偏差が20～25%程度）

【実施時期】 �第一巡：平成２３年８月２日～８月３０日	 第二巡：平成２３年８月３１日～１０月９日	
第三巡：平成２３年１０月１日～１１月４日	 第四巡：平成２３年１１月５日～１２月１２日

１．「つくろう  新しい  ふくしまを」
２．「ふくしまから  はじめよう。」
３．「あたらしいふくしまが  走りだす」


